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(57)【要約】

【課題】本発明は、装置全体としての長さを従来の装置

よりも大幅に短縮して、岸壁への装着を容易に行えるよ

うにしながら、フェンダおよびダンパの機能を十分に発

揮できるようにし、且つ強度的に余裕のある構造となし

うる接岸用ダンパ貫挿式フェンダ装置を提供することを

課題としている。

【解決手段】岸壁９に基端部１ａを装着されて海側前方

へ突出した中空のゴムフェンダ１にピストン式ダンパ２

が貫挿されており、同ダンパ２のシリンダ２ｃは、ゴム

フェンダ１の先端受圧部６に固着されているが、ダンパ

基端部１ａに対しては摺動可能になっている。ダンパ２

のピストン２ｐの先端には接岸船７へ当接しうる緩衝部

材２ｂをそなえた受圧板２ａが設けられ、ダンパ２のシ

リンダ２ｄ内には作動水８が充填される。なお、本装置

は、船体側に設けることもできる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

岸 壁 ま た は 船 体 に 基 端 部 を 装 着 さ れ て 前 方 へ 突 出 し た 中 空 の ゴ ム フ ェ ン ダ を 備 え る と と も

に 、 同 ゴ ム フ ェ ン ダ の 基 端 部 を 摺 動 可 能 に 且 つ 流 体 密 に 貫 通 し て 同 ゴ ム フ ェ ン ダ の 先 端 受

圧 部 に 固 着 さ れ た シ リ ン ダ を 有 す る ピ ス ト ン 式 ダ ン パ を 備 え 、 同 ダ ン パ の 前 方 へ 突 出 し た

ピ ス ト ン 先 端 部 に 、 上 記 ゴ ム フ ェ ン ダ の 先 端 受 圧 部 へ 当 接 可 能 の 受 圧 板 と 同 受 圧 板 に 装 着

さ れ て 接 岸 船 の 舷 側 面 ま た は 岸 壁 の 壁 面 へ 当 接 可 能 の 緩 衝 部 材 と が 設 け ら れ た こ と を 特 徴

と す る 、 接 岸 用 ダ ン パ 貫 挿 式 フ ェ ン ダ 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

上 記 ピ ス ト ン 式 ダ ン パ の シ リ ン ダ 内 に 充 填 さ れ た 作 動 水 を 、 同 ダ ン パ の ピ ス ト ン の 受 圧 に

よ る 後 退 時 に 外 部 放 水 す る た め の バ ル ブ 付 き 放 水 管 が 、 同 ダ ン パ の シ リ ン ダ 後 部 に 接 続 さ

れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 接 岸 用 ダ ン パ 貫 挿 式 フ ェ ン ダ 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

上 記 放 水 管 が 、 上 記 緩 衝 部 材 へ の 接 岸 船 ま た は 岸 壁 の 接 触 面 へ 放 水 し う る よ う に 延 在 し て

、 同 放 水 管 の 先 端 に 散 水 用 ノ ズ ル が 装 着 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の

接 岸 用 ダ ン パ 貫 挿 式 フ ェ ン ダ 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

上 記 緩 衝 部 材 が 、 可 撓 性 の 周 壁 と 同 周 壁 の 先 端 縁 で 囲 ま れ た 開 口 面 と を 有 す る 吸 盤 構 造 体

を 備 え る と と も に 、 同 吸 盤 構 造 体 が 上 記 周 壁 の 先 端 縁 を 接 岸 船 の 舷 側 面 ま た は 岸 壁 の 壁 面

に 当 接 し た 際 に 同 周 壁 内 の 空 間 を 負 圧 に す る た め の 管 路 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 、

請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 接 岸 用 ダ ン パ 貫 挿 式 フ ェ ン ダ 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

上 記 管 路 が 上 記 受 圧 板 と 上 記 ピ ス ト ン 式 ダ ン パ の ピ ス ト ン お よ び ピ ス ト ン ロ ッ ド と を 縦 貫

す る よ う に 配 設 さ れ て 、 同 管 路 の 後 端 に 吸 引 ポ ン プ が 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、

請 求 項 ４ に 記 載 の 接 岸 用 ダ ン パ 貫 挿 式 フ ェ ン ダ 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ １ 】

【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】

本 発 明 は 、 岸 壁 に 接 近 し て く る 船 舶 の 舷 側 面 を 緩 衝 的 に 支 承 す る た め の フ ェ ン ダ 装 置 に 関

し 、 特 に ゴ ム フ ェ ン ダ に 対 し ピ ス ト ン 式 ダ ン パ を 貫 挿 さ せ る よ う に し た 接 岸 用 ダ ン パ 貫 挿

式 フ ェ ン ダ 装 置 に 関 す る 。

【 ０ ０ ０ ２ 】

【 従 来 の 技 術 】

岸 壁 に 装 備 さ れ る 防 衝 接 岸 装 置 と し て 、 接 岸 船 の 舷 側 面 に 当 接 し う る ゴ ム フ ェ ン ダ と 、 同

ゴ ム フ ェ ン ダ に ガ イ ド パ イ プ を 介 し 直 列 状 に 連 結 さ れ た オ イ ル ダ ン パ と を 備 え た も の が 開

発 さ れ て い る 。 ［ 日 本 造 船 学 会 第 １ ６ 回 海 洋 工 学 シ ン ポ ジ ウ ム （ 平 成 １ ３ 年 ７ 月 １ ８ ， １

９ 日 ） 論 文 集 第 ３ ２ ９ ～ ３ ３ ６ 頁 参 照 ］

し か し な が ら 、 上 述 の よ う な 従 来 の 防 衝 接 岸 装 置 で は 、 ゴ ム フ ェ ン ダ と オ イ ル ダ ン パ と が

ガ イ ド パ イ プ を 介 し 直 列 状 に 連 結 さ れ て 、 装 置 全 体 と し て の 長 さ が 著 し く 大 き く な っ て い

る た め 、 岸 壁 の 縁 部 に 同 装 置 の オ イ ル ダ ン パ 等 を 収 納 す る た め の 広 い 内 部 ス ペ ー ス を 必 要

と し 、 設 置 場 所 等 に 制 約 を 生 じ る と い う 不 具 合 も あ る 。

ま た 、 軸 方 向 に 対 し 直 角 を な す 方 向 の 外 力 に 対 し て は 、 先 端 の ゴ ム フ ェ ン ダ で 或 る 程 度 は

吸 収 で き る も の の 、 許 容 範 囲 を 超 え よ う と す る 変 位 に 対 し て は ガ イ ド パ イ プ の 剛 性 で 対 処

す る よ う に な っ て い る の で 、 強 度 的 に 厳 し い 構 造 に な っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

そ こ で 本 発 明 は 、 装 置 全 体 と し て の 長 さ を 従 来 の 装 置 よ り も 大 幅 に 短 縮 し て 、 岸 壁 ま た は

船 体 へ の 装 着 を 容 易 に 行 え る よ う に し な が ら 、 フ ェ ン ダ お よ び ダ ン パ の 機 能 を 十 分 に 発 揮

で き る よ う に し 、 且 つ 強 度 的 に 余 裕 の あ る 構 造 と な し う る 接 岸 用 ダ ン パ 貫 挿 式 フ ェ ン ダ 装

置 を 提 供 す る こ と を 課 題 と し て い る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

前 述 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 接 岸 用 ダ ン パ 貫 挿 式 フ ェ ン ダ 装 置 は 、 岸 壁 ま た は 船

体 に 基 端 部 を 装 着 さ れ て 前 方 へ 突 出 し た 中 空 の ゴ ム フ ェ ン ダ を 備 え る と と も に 、 同 ゴ ム フ

ェ ン ダ の 基 端 部 を 摺 動 可 能 に 且 つ 流 体 密 に 貫 通 し て 同 ゴ ム フ ェ ン ダ の 先 端 受 圧 部 に 固 着 さ

れ た シ リ ン ダ を 有 す る ピ ス ト ン 式 ダ ン パ を 備 え 、 同 ダ ン パ の 前 方 へ 突 出 し た ピ ス ト ン 先 端

部 に 、 上 記 ゴ ム フ ェ ン ダ の 先 端 受 圧 部 へ 当 接 可 能 の 受 圧 板 と 同 受 圧 板 に 装 着 さ れ て 接 岸 船

の 舷 側 面 ま た は 岸 壁 の 壁 面 へ 当 接 可 能 の 緩 衝 部 材 と が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

そ し て 、 本 発 明 の 接 岸 用 ダ ン パ 貫 挿 式 フ ェ ン ダ 装 置 は 、 上 記 ピ ス ト ン 式 ダ ン パ の シ リ ン ダ

内 に 充 填 さ れ た 作 動 水 を 、 同 ダ ン パ の ピ ス ト ン の 受 圧 に よ る 後 退 時 に 外 部 放 水 す る た め の

バ ル ブ 付 き 放 水 管 が 、 同 ダ ン パ の シ リ ン ダ 後 部 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

ま た 、 本 発 明 の 接 岸 用 ダ ン パ 貫 挿 式 フ ェ ン ダ 装 置 は 、 上 記 放 水 管 が 、 上 記 緩 衝 部 材 へ の 接

岸 船 ま た は 岸 壁 の 接 触 面 へ 放 水 し う る よ う に 延 在 し て 、 同 放 水 管 の 先 端 に 散 水 用 ノ ズ ル が

装 着 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

さ ら に 、 本 発 明 の 接 岸 用 ダ ン パ 貫 挿 式 フ ェ ン ダ 装 置 は 、 上 記 緩 衝 部 材 が 、 可 撓 性 の 周 壁 と

同 周 壁 の 先 端 縁 で 囲 ま れ た 開 口 面 と を 有 す る 吸 盤 構 造 体 を 備 え る と と も に 、 同 吸 盤 構 造 体

が 上 記 周 壁 の 先 端 縁 を 接 岸 船 の 舷 側 面 ま た は 岸 壁 の 壁 面 に 当 接 し た 際 に 同 周 壁 内 の 空 間 を

負 圧 に す る た め の 管 路 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

ま た 、 本 発 明 の 接 岸 用 ダ ン パ 貫 挿 式 フ ェ ン ダ 装 置 は 、 上 記 管 路 が 上 記 受 圧 板 と 上 記 ピ ス ト

ン 式 ダ ン パ の ピ ス ト ン お よ び ピ ス ト ン ロ ッ ド と を 縦 貫 す る よ う に 配 設 さ れ て 、 同 管 路 の 後

端 に 吸 引 ポ ン プ が 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

上 述 の 本 発 明 の 接 岸 用 ダ ン パ 貫 挿 式 フ ェ ン ダ 装 置 で は 、 岸 壁 ま た は 船 体 に 基 端 部 を 装 着 さ

れ た 中 空 の ゴ ム フ ェ ン ダ に 、 ピ ス ト ン 式 ダ ン パ が 貫 挿 さ れ る の で 、 装 置 全 体 と し て の 長 さ

が 大 幅 に 短 縮 さ れ る と と も に 、 軸 方 向 に 対 し 直 角 を な す 外 力 に 対 し て も 強 度 的 に 余 裕 の あ

る 構 造 に す る こ と が で き 、 し か も 上 記 ピ ス ト ン 式 ダ ン パ の シ リ ン ダ が 上 記 ゴ ム フ ェ ン ダ の

基 端 部 を 摺 動 可 能 に 且 つ 流 体 密 に 貫 通 し て 同 ゴ ム フ ェ ン ダ の 先 端 受 圧 部 に 固 着 さ れ る こ と

に よ り 、 接 岸 船 ま た は 岸 壁 に 対 す る 上 記 ピ ス ト ン 式 ダ ン パ の 作 動 と 上 記 ゴ ム フ ェ ン ダ の 作

動 と が 、 上 記 ダ ン パ の ピ ス ト ン 先 端 部 に お け る 緩 衝 部 材 お よ び 受 圧 板 を 介 し て 、 共 に 支 障

な く 行 わ れ る よ う に な る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

そ し て 、 上 記 ピ ス ト ン 式 ダ ン パ の シ リ ン ダ 内 に 充 填 さ れ た 作 動 水 を 、 同 ダ ン パ の ピ ス ト ン

の 受 圧 に よ る 後 退 時 に 外 部 放 水 す る た め の バ ル ブ 付 き 放 水 管 が 、 同 ダ ン パ の シ リ ン ダ 後 部

に 接 続 さ れ て い る と 、 そ の 作 動 水 が 、 受 圧 に よ る ピ ス ト ン の 後 退 時 に 放 水 管 を 通 じ て 外 部

へ 放 水 さ れ て も 、 少 量 の 水 の 放 出 に す ぎ な い の で 環 境 保 全 に 支 障 を き た す こ と は な く 、 ダ

ン パ と し て の 構 造 も 著 し く 簡 素 化 さ れ る よ う に な る 。

【 ０ ０ １ １ 】

ま た 、 上 記 放 水 管 が 、 上 記 緩 衝 部 材 へ の 接 岸 船 ま た は 岸 壁 の 接 触 面 へ 放 水 し う る よ う に 延

在 し て 、 同 放 水 管 の 先 端 に 散 水 用 ノ ズ ル が 装 着 さ れ て い る と 、 上 記 ノ ズ ル か ら 放 出 さ れ る

水 （ 清 水 ま た は 海 水 ） が 、 上 記 受 圧 板 に 装 着 さ れ た 緩 衝 部 材 と 接 岸 船 の 舷 側 面 ま た は 岸 壁

の 壁 面 と の 間 の 潤 滑 材 と し て 作 用 し 、 船 体 の 塗 装 面 ま た は 岸 壁 の 壁 面 を 保 護 で き る よ う に

な る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

さ ら に 、 上 記 受 圧 板 に 装 着 さ れ た 緩 衝 部 材 が 、 可 撓 性 の 周 壁 と 同 周 壁 の 先 端 縁 で 囲 ま れ た

開 口 面 と を 有 す る 吸 盤 構 造 体 を 備 え る と と も に 、 同 吸 盤 構 造 体 が 上 記 周 壁 の 先 端 縁 を 接 岸

船 の 舷 側 面 ま た は 岸 壁 の 壁 面 に 当 接 し た 際 に 同 周 壁 内 の 空 間 を 負 圧 に す る た め の 管 路 を 備
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え て い る 場 合 は 、 そ の 吸 盤 構 造 体 と し て の 吸 着 作 用 に よ り 接 岸 船 を 岸 壁 へ 拘 束 す る こ と が

可 能 と な り 、 こ の よ う に し て 係 船 機 能 も 保 持 で き る よ う に な る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

ま た 、 上 記 管 路 が 上 記 受 圧 板 と 上 記 ピ ス ト ン 式 ダ ン パ の ピ ス ト ン お よ び ピ ス ト ン ロ ッ ド と

を 縦 貫 す る よ う に 配 設 さ れ て 、 同 管 路 の 後 端 に 吸 引 ポ ン プ が 接 続 さ れ て い る と 、 上 記 管 路

が 水 中 に 露 出 し な く て す み 、 装 置 全 体 が コ ン パ ク ト に 構 成 さ れ る よ う に な る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

【 発 明 の 実 施 の 形 態 】

以 下 、 図 面 に よ り 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る と 、 図 １ ～ ５ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形

態 と し て の 接 岸 用 ダ ン パ 貫 挿 式 フ ェ ン ダ 装 置 を 示 す も の で 、 図 １ は そ の 岸 壁 へ の 装 着 状 態

を 示 す 縦 断 面 図 、 図 ２ ～ ５ は そ の 接 岸 船 に 対 す る 作 用 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ り 、 図 ６ は

図 １ ～ ５ に 示 す 接 岸 用 ダ ン パ 貫 挿 式 フ ェ ン ダ 装 置 の 変 形 例 を 示 す 縦 断 面 図 、 図 ７ ～ ９ は 岸

壁 に 装 着 さ れ た 上 記 接 岸 用 ダ ン パ 貫 挿 式 フ ェ ン ダ 装 置 を 介 し て 船 舶 が 接 岸 す る 状 態 の 経 過

を 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 １ ０ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 と し て の 接 岸 用 ダ ン パ 貫 挿 式 フ ェ ン

ダ 装 置 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

ま ず 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 と し て の 接 岸 用 ダ ン パ 貫 挿 式 フ ェ ン ダ 装 置 に つ い て 説 明 す る と

、 図 １ に 示 す よ う に 、 本 装 置 Ａ は 、 岸 壁 ９ の 端 壁 に 形 成 さ れ た 開 口 ９ ａ を 塞 ぐ よ う に 同 岸

壁 ９ に 基 端 部 １ ａ を 装 着 さ れ た 中 空 の ゴ ム フ ェ ン ダ １ を 備 え 、 同 ゴ ム フ ェ ン ダ １ の 内 部 に

は 適 宜 の 流 体 が 密 封 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

ま た 、 ゴ ム フ ェ ン ダ １ の 基 端 部 １ ａ を 流 体 密 に 且 つ 摺 動 可 能 に 貫 通 し て 同 ゴ ム フ ェ ン ダ １

の 先 端 ５ の 受 圧 部 ６ に 先 端 部 外 周 を 固 着 さ れ た シ リ ン ダ ２ ｃ と 、 同 シ リ ン ダ ２ ｃ に 挿 入 さ

れ た ピ ス ト ン ２ ｐ と に よ り ピ ス ト ン 式 ダ ン パ ２ が 構 成 さ れ て お り 、 シ リ ン ダ ２ ｃ 内 の 作 動

流 体 ８ と し て は 清 水 ま た は 海 水 が 用 い ら れ て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

そ し て 、 海 側 前 方 へ 突 出 し た ピ ス ト ン ２ ｐ の 先 端 部 に は 、 ゴ ム フ ェ ン ダ １ の 先 端 の 受 圧 部

６ に 当 接 可 能 の 受 圧 板 ２ ａ と 、 同 受 圧 板 ２ ａ に 装 着 さ れ て 接 岸 船 の 舷 側 面 に 当 接 し う る ゴ

ム 材 な ど の 緩 衝 部 材 ２ ｂ と が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

ピ ス ト ン ２ ｐ の 後 端 に は 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ２ ｄ が 取 付 け ら れ て シ リ ン ダ ２ ｃ の 後 端 壁 を 液

密 に 貫 通 し て お り 、 ピ ス ト ン ２ ｐ の 前 方 へ の 抜 止 め の た め に 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ２ ｄ の 後 端

に は ス ト ッ パ ２ ｅ が 固 着 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

さ ら に 、 シ リ ン ダ ２ ｃ の 後 端 部 に は 作 動 水 ８ を 圧 入 し う る バ ル ブ ３ ａ 付 き 加 圧 ラ イ ン ３ が

装 着 さ れ る ほ か 、 ピ ス ト ン ２ ｐ の 後 退 時 に 放 水 す る た め の バ ル ブ ４ ａ 付 き 放 水 管 ４ が 装 着

さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

上 述 の 第 １ 実 施 形 態 の 接 岸 用 ダ ン パ 貫 挿 式 フ ェ ン ダ 装 置 で は 、 岸 壁 ９ に 基 端 部 １ ａ を 装 着

さ れ た 中 空 の ゴ ム フ ェ ン ダ １ に 、 ピ ス ト ン 式 ダ ン パ ２ が 貫 挿 さ れ る の で 、 装 置 全 体 と し て

の 長 さ が 大 幅 に 短 縮 さ れ る と と も に 、 軸 方 向 に 対 し 直 角 を な す 外 力 に 対 し て も 強 度 的 に 余

裕 の あ る 構 造 に す る こ と が で き 、 し か も ピ ス ト ン 式 ダ ン パ ２ の シ リ ン ダ ２ ｃ が ゴ ム フ ェ ン

ダ １ の 基 端 部 １ ａ を 摺 動 可 能 に 且 つ 流 体 密 に 貫 通 し て 同 ゴ ム フ ェ ン ダ １ の 先 端 受 圧 部 ６ に

固 着 さ れ る こ と に よ り 、 図 ２ ～ ５ に 示 す よ う に 、 接 岸 船 ７ に 対 す る ピ ス ト ン 式 ダ ン パ ２ の

作 動 と ゴ ム フ ェ ン ダ １ の 作 動 と が 、 ダ ン パ ２ の ピ ス ト ン 先 端 部 に お け る 緩 衝 部 材 ２ ｂ お よ

び 受 圧 板 ２ ａ を 介 し て 、 共 に 支 障 な く 行 わ れ る よ う に な る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

そ し て 、 ピ ス ト ン 式 ダ ン パ ２ の シ リ ン ダ ２ ｃ 内 に 充 填 さ れ た 作 動 水 ８ を 、 同 ダ ン パ ２ の ピ

ス ト ン ２ ｐ の 受 圧 に よ る 後 退 時 に 外 部 放 水 す る た め の バ ル ブ 付 き 放 水 管 ４ が 、 同 ダ ン パ ２

の シ リ ン ダ 後 部 に 接 続 さ れ て い る の で 、 そ の 作 動 水 が 、 受 圧 に よ る ピ ス ト ン ２ ｐ の 後 退 時
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に 放 水 管 ４ を 通 じ て 外 部 へ 放 水 さ れ る が 、 環 境 保 全 に 支 障 を き た す こ と は な く 、 ダ ン パ と

し て の 構 造 も 著 し く 簡 素 化 さ れ る よ う に な る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

上 述 の よ う に 、 本 実 施 形 態 の 接 岸 用 ダ ン パ 貫 挿 式 フ ェ ン ダ 装 置 で は 、 軸 方 向 の 衝 撃 荷 重 は

ゴ ム フ ェ ン ダ １ が 緩 衝 し 、 静 定 荷 重 は ピ ス ト ン 式 ダ ン パ ２ が 吸 収 す る も の で あ り 、 軸 方 向

に 対 し 直 角 を な す 方 向 へ の 荷 重 に 対 し て も 、 ピ ス ト ン 式 ダ ン パ ２ と ゴ ム フ ェ ン ダ １ と は 一

体 で 弾 性 変 形 し て 荷 重 を 吸 収 し 、 復 元 力 が 働 く の で 、 波 浪 等 の 外 力 に 対 す る 許 容 範 囲 を 増

加 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

そ し て 、 岸 壁 か ら 突 き 出 し た ピ ス ト ン 式 ダ ン パ ２ が 、 接 岸 し よ う と す る 船 舶 を 早 期 に 支 持

す る の で 、 中 小 型 の 船 舶 で は タ グ ボ ー ト 等 の 外 部 か ら の 補 助 を 受 け な く て も 安 全 に 接 岸 で

き る よ う に な る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

図 ６ は 、 前 述 の 接 岸 用 ダ ン パ 貫 挿 式 フ ェ ン ダ 装 置 の 変 形 例 を 示 し て お り 、 こ の 装 置 で は 放

水 管 ４ が 、 緩 衝 部 材 ２ ｂ へ の 接 岸 船 ７ の 接 触 面 へ 放 水 し う る よ う に 延 在 し て い て 、 同 放 水

管 ４ の 先 端 に は 散 水 用 ノ ズ ル ４ ｂ が 装 着 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

こ の よ う に 、 放 水 管 ４ が 緩 衝 部 材 ２ ｂ へ の 接 岸 船 ７ の 接 触 面 へ 放 水 し う る よ う に 延 在 し て

、 同 放 水 管 ４ の 先 端 に 散 水 用 ノ ズ ル ４ ｂ が 装 着 さ れ て い る と 、 接 岸 船 ７ の 岸 壁 ９ へ の 接 近

に 伴 い ノ ズ ル ４ ｂ か ら 放 出 さ れ る 作 動 水 （ 清 水 ま た は 海 水 ） ８ が 、 受 圧 板 ２ ａ に 装 着 さ れ

た 緩 衝 部 材 ２ ｂ と 接 岸 船 ７ の 舷 側 面 と の 間 の 潤 滑 材 と し て 作 用 し 、 船 体 の 塗 装 面 を 保 護 で

き る よ う に な る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

図 ７ ～ ９ は 、 接 岸 船 ７ が 岸 壁 ９ に 本 装 置 Ａ を 介 し て 接 岸 す る 経 過 を 平 面 で 示 し て お り 、 本

装 置 を 使 用 す る こ と に よ り 岸 壁 に 円 滑 に 近 づ き 、 最 終 的 に は 図 ９ に 示 す よ う に 、 例 え ば 岸

壁 ９ か ら 緩 衝 部 材 １ ０ を 介 し て 突 出 し た ア ー ム １ １ の 先 端 の 穴 １ １ ａ に 、 船 上 の ピ ン 保 持

具 に お け る 鉛 直 ピ ン １ ２ が 挿 入 さ れ る こ と に よ っ て 、 係 船 作 業 が 完 了 す る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

次 に 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 と し て の 接 岸 用 ダ ン パ 貫 挿 式 フ ェ ン ダ 装 置 に つ い て 説 明 す る と

、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に お い て も 、 本 装 置 Ａ は 、 岸 壁 ９ の 端 壁 に 形 成 さ れ た

開 口 ９ ａ を 塞 ぐ よ う に 同 岸 壁 ９ に 基 端 部 １ ａ を 装 着 さ れ た 中 空 の ゴ ム フ ェ ン ダ １ を 備 え 、

同 ゴ ム フ ェ ン ダ １ の 内 部 に は 適 宜 の 流 体 が 密 封 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

ま た 、 ゴ ム フ ェ ン ダ １ の 基 端 部 １ ａ を 流 体 密 に 且 つ 摺 動 可 能 に 貫 通 し て 同 ゴ ム フ ェ ン ダ １

の 先 端 ５ の 受 圧 部 ６ に 先 端 部 外 周 を 固 着 さ れ た シ リ ン ダ ２ ｃ と 、 同 シ リ ン ダ ２ ｃ に 挿 入 さ

れ た ピ ス ト ン ２ ｐ と に よ り ピ ス ト ン 式 ダ ン パ ２ が 構 成 さ れ て お り 、 シ リ ン ダ ２ ｃ 内 の 作 動

流 体 ８ と し て は 水 が 用 い ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

そ し て 、 海 側 前 方 へ 突 出 し た ピ ス ト ン ２ ｐ の 先 端 部 に は 、 ゴ ム フ ェ ン ダ １ の 先 端 の 受 圧 部

６ に 当 接 可 能 の 受 圧 板 ２ ａ と 、 同 受 圧 板 ２ ａ に 装 着 さ れ て 接 岸 船 ７ の 舷 側 面 に 当 接 し う る

緩 衝 部 材 ２ ｂ と が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

こ の 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 特 に 、 緩 衝 部 材 ２ ｂ が 、 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク 等 の 強 靭 で 可 撓 性

を 有 す る 素 材 で 形 成 さ れ た 周 壁 ２ ｆ と 同 周 壁 ２ ｆ の 先 端 縁 で 囲 ま れ た 開 口 面 と を 有 す る 吸

盤 構 造 体 と し て 構 成 さ れ 、 そ の 周 壁 ２ ｆ の 先 端 縁 を 接 岸 船 ７ の 舷 側 面 に 当 接 し た 際 に 、 同

周 壁 ２ ｆ の 内 部 空 間 を 負 圧 に す る た め の 管 路 １ ３ が 施 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

そ し て 、 管 路 １ ３ は 、 受 圧 板 ２ ａ ， ピ ス ト ン ２ ， ピ ス ト ン ロ ッ ド ２ ｄ お よ び ス ト ッ パ ２ ｅ

を 縦 貫 す る よ う に 配 設 さ れ 、 同 管 路 １ ３ の 後 端 に は 吸 引 ポ ン プ １ ４ が 接 続 さ れ て い る 。

ま た 、 受 圧 板 ２ ａ が ゴ ム フ ェ ン ダ １ の 先 端 受 圧 部 ６ に 当 接 し た 際 に 、 ス ト ッ パ ２ ｅ を 拘 束
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す る 手 段 が 設 け ら れ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

上 述 の 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 受 圧 板 ２ ａ に 装 着 さ れ た 緩 衝 部 材 ２ ｂ に お け る 吸 盤 構 造 体 と し

て の 可 撓 性 の 周 壁 ２ ｆ の 先 端 縁 が 接 岸 船 ７ の 舷 側 面 に 当 接 し た 状 態 で 、 同 周 壁 ２ ｆ 内 を 管

路 １ ３ を 介 し 吸 引 ポ ン プ １ ４ に よ り 負 圧 に す る こ と で 、 そ の 吸 着 作 用 に よ り 接 岸 船 ７ を 岸

壁 ９ へ 拘 束 す る こ と が 可 能 と な り 、 こ の よ う に し て 係 船 機 能 も 保 持 で き る よ う に な る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

そ し て 、 管 路 １ ３ が 受 圧 板 ２ ａ と ピ ス ト ン 式 ダ ン パ ２ の ピ ス ト ン ２ ｐ お よ び ピ ス ト ン ロ ッ

ド ２ ｄ と を 縦 貫 す る よ う に 配 設 さ れ て 、 同 管 路 １ ３ の 後 端 に 吸 引 ポ ン プ １ ４ が 接 続 さ れ て

い る の で 、 管 路 １ ３ が 水 中 に 露 出 し な く て す み 、 装 置 全 体 が コ ン パ ク ト に 構 成 さ れ る よ う

に な る 。

な お 、 上 述 の 各 実 施 形 態 で は 本 装 置 が 岸 壁 側 に 設 け ら れ る も の と し て 記 載 さ れ て い る が 、

本 装 置 は 船 体 側 に 設 け ら れ て も 同 様 の 作 用 効 果 が 得 ら れ る も の で あ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

【 発 明 の 効 果 】

以 上 詳 述 し た よ う に 、 本 発 明 の 接 岸 用 ダ ン パ 貫 挿 式 フ ェ ン ダ 装 置 に よ れ ば 次 の よ う な 効 果

が 得 ら れ る 。

（ １ ） 　 岸 壁 ま た は 船 体 に 基 端 部 を 装 着 さ れ た 中 空 の ゴ ム フ ェ ン ダ に 、 ピ ス ト ン 式 ダ ン パ

が 貫 挿 さ れ る の で 、 装 置 全 体 と し て の 長 さ が 大 幅 に 短 縮 さ れ る と と も に 、 軸 方 向 に 対 し 直

角 を な す 外 力 に 対 し て も 強 度 的 に 余 裕 の あ る 構 造 に す る こ と が で き 、 し か も 上 記 ピ ス ト ン

式 ダ ン パ の シ リ ン ダ が 上 記 ゴ ム フ ェ ン ダ の 基 端 部 を 摺 動 可 能 に 且 つ 流 体 密 に 貫 通 し て 同 ゴ

ム フ ェ ン ダ の 先 端 受 圧 部 に 固 着 さ れ る こ と に よ り 、 接 岸 船 ま た は 岸 壁 に 対 す る 上 記 ピ ス ト

ン 式 ダ ン パ の 作 動 と 上 記 ゴ ム フ ェ ン ダ の 作 動 と が 、 上 記 ダ ン パ の ピ ス ト ン 先 端 部 に お け る

緩 衝 部 材 お よ び 受 圧 板 を 介 し て 、 共 に 支 障 な く 行 わ れ る よ う に な る 。

（ ２ ） 　 上 記 ピ ス ト ン 式 ダ ン パ の シ リ ン ダ 内 に 充 填 さ れ た 作 動 水 を 、 同 ダ ン パ の ピ ス ト ン

の 受 圧 に よ る 後 退 時 に 外 部 放 水 す る た め の バ ル ブ 付 き 放 水 管 が 、 同 ダ ン パ の シ リ ン ダ 後 部

に 接 続 さ れ て い る と 、 そ の 作 動 水 が 、 受 圧 に よ る ピ ス ト ン の 後 退 時 に 放 水 管 を 通 じ て 外 部

へ 放 水 さ れ て も 、 少 量 の 水 の 放 出 に す ぎ な い の で 環 境 保 全 に 支 障 を き た す こ と は な く 、 ダ

ン パ と し て の 構 造 も 著 し く 簡 素 化 さ れ る よ う に な る 。

（ ３ ） 　 上 記 放 水 管 が 、 上 記 緩 衝 部 材 へ の 接 岸 船 ま た は 岸 壁 の 接 触 面 へ 放 水 し う る よ う に

延 在 し て 、 同 放 水 管 の 先 端 に 散 水 用 ノ ズ ル が 装 着 さ れ て い る と 、 上 記 ノ ズ ル か ら 放 出 さ れ

る 水 （ 清 水 ま た は 海 水 ） が 、 上 記 受 圧 板 に 装 着 さ れ た 緩 衝 部 材 と 接 岸 船 の 舷 側 面 ま た は 岸

壁 の 壁 面 と の 間 の 潤 滑 材 と し て 作 用 し 、 船 体 の 塗 装 面 ま た は 岸 壁 の 壁 面 を 保 護 で き る よ う

に な る 。

（ ４ ） 　 上 記 受 圧 板 に 装 着 さ れ た 緩 衝 部 材 が 、 可 撓 性 の 周 壁 と 同 周 壁 の 先 端 縁 で 囲 ま れ た

開 口 面 と を 有 す る 吸 盤 構 造 体 を 備 え る と と も に 、 同 吸 盤 構 造 体 が 上 記 周 壁 の 先 端 縁 を 接 岸

船 の 舷 側 面 ま た は 岸 壁 の 壁 面 に 当 接 し た 際 に 同 周 壁 内 の 空 間 を 負 圧 に す る た め の 管 路 を 備

え て い る と 、 そ の 吸 盤 構 造 体 と し て の 吸 着 作 用 に よ り 接 岸 船 を 岸 壁 へ 拘 束 す る こ と が 可 能

と な り 、 こ の よ う に し て 係 船 機 能 も 保 持 で き る よ う に な る 。

（ ５ ） 　 上 記 管 路 が 上 記 受 圧 板 と 上 記 ピ ス ト ン 式 ダ ン パ の ピ ス ト ン お よ び ピ ス ト ン ロ ッ ド

と を 縦 貫 す る よ う に 配 設 さ れ て 、 同 管 路 の 後 端 に 吸 引 ポ ン プ が 接 続 さ れ て い る と 、 上 記 管

路 が 水 中 に 露 出 し な く て す み 、 装 置 全 体 が コ ン パ ク ト に 構 成 さ れ る よ う に な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 と し て の 接 岸 用 ダ ン パ 貫 挿 式 フ ェ ン ダ 装 置 を 示 す 縦 断 面 図

で あ る 。

【 図 ２ 】 上 記 装 置 の 作 用 の 初 期 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 上 記 装 置 の 作 用 の 経 過 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 上 記 装 置 の 他 の 作 用 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 上 記 装 置 へ の 船 舶 の 接 岸 完 了 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 第 １ 実 施 形 態 の 接 岸 用 ダ ン パ 貫 挿 式 フ ェ ン ダ 装 置 の 変 形 例 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る
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。

【 図 ７ 】 上 記 装 置 を 有 す る 岸 壁 へ 船 舶 が 接 近 す る 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 上 記 装 置 に 船 舶 が 当 接 し た 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 上 記 装 置 を 有 す る 岸 壁 へ の 船 舶 の 接 岸 係 留 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 と し て の 接 岸 用 ダ ン パ 貫 挿 式 フ ェ ン ダ 装 置 を 示 す 縦 断 面

図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

１ 　 ゴ ム フ ェ ン ダ

１ ａ 　 フ ェ ン ダ 基 端 部

２ 　 ピ ス ト ン 式 ダ ン パ

２ ａ 　 受 圧 板

２ ｂ 　 緩 衝 部 材

２ ｃ 　 シ リ ン ダ

２ ｄ 　 ピ ス ト ン ロ ッ ド

２ ｅ 　 ス ト ッ パ

２ ｆ 　 周 壁

２ ｐ 　 ピ ス ト ン

３ 　 加 圧 ラ イ ン

３ ａ 　 バ ル ブ

４ 　 放 水 管

４ ａ 　 バ ル ブ

４ ｂ 　 散 水 用 ノ ズ ル

５ 　 ゴ ム フ ェ ン ダ 先 端

６ 　 受 圧 部

７ 　 接 岸 船

８ 　 作 動 流 体 （ 作 動 水 ）

９ 　 岸 壁

１ ０ 　 緩 衝 部 材

１ １ 　 ア ー ム

１ １ ａ 　 穴

１ ２ 　 鉛 直 ピ ン

１ ３ 　 管 路

１ ４ 　 吸 引 ポ ン プ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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